
(57)【要約】

【課題】　伝熱面積を増加させることができるとともに

、熱伝達効率を増加させることのできる熱交換器用チュ

ーブおよび熱交換器を提供すること。

【解決手段】　流体が流通する流体通路１０を、長手方

向に沿って複数本有する熱交換器用チューブ２であって

、前記流体通路１０を形成する内壁面１１から流体通路

１０中央領域に向かって延設される壁部材１２を有する

ことを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 体 が 流 通 す る 流 体 通 路 を 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 本 有 す る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ で あ っ て
、
　 前 記 流 体 通 路 を 形 成 す る 内 壁 面 か ら 流 体 通 路 中 央 領 域 に 向 か っ て 延 設 さ れ る 壁 部 材 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 流 体 通 路 は 略 円 形 断 面 を な す も の で あ り 、
　 前 記 壁 部 材 は 、 前 記 流 体 通 路 の 半 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 設 け ら れ る リ ブ で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 壁 部 材 は 、 前 記 流 体 通 路 を 仕 切 る よ う に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 壁 部 材 は 、 両 端 部 が 前 記 流 体 通 路 の 対 向 す る 内 壁 面 か ら 延 び る よ う に 設 け ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 壁 部 材 の 表 面 に 凸 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず
れ か 一 項 に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ を 具 備 し て な る こ と を 特 徴
と す る 熱 交 換 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ お よ び 熱 交 換 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 流 体 （ 例 え ば 、 冷 媒 ） が 通 過 す る 流 体 通 路 を 、 長 手 方 向 に 複 数 本 有 す る 熱 交 換 器 用 チ ュ
ー ブ と し て は 、 各 流 体 通 路 の 断 面 形 状 が 円 形 （ 真 円 ） と な る よ う に 穿 孔 さ れ た も の が 知 ら
れ て い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ２ １ ０ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ に お い て は 、 各 流 体 通
路 の 断 面 形 状 が 円 形 と な る よ う に 穿 孔 さ れ て い る た め 、 伝 熱 面 積 を 十 分 に 確 保 す る こ と が
で き ず 、 熱 伝 達 効 率 が あ ま り 良 く な い と い っ た 問 題 点 が あ っ た 。
　 ま た 、 伝 熱 面 積 を 増 加 さ せ る た め に 、 単 に 流 体 通 路 の 流 路 直 径 を 大 き く し た だ け で は 流
体 通 路 内 を 通 過 す る 流 体 の 流 速 が 低 下 し 、 か え っ て 熱 伝 達 効 率 が 悪 化 し て し ま う と い っ た
問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 伝 熱 面 積 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と
と も に 、 熱 伝 達 効 率 を 増 加 さ せ る こ と の で き る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ お よ び 熱 交 換 器 を 提 供
す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 し た 。
請 求 項 １ に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ は 、 流 体 が 流 通 す る 流 体 通 路 を 、 長 手 方 向 に 沿 っ て
複 数 本 有 す る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ で あ っ て 、 前 記 流 体 通 路 を 形 成 す る 内 壁 面 か ら 流 体 通 路
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中 央 領 域 に 向 か っ て 延 設 さ れ る 壁 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の よ う な 熱 交 換 用 チ ュ ー ブ に よ れ ば 、 壁 部 材 に よ り 流 体 通 路 の 内 壁 面 積 が 増 加 す る の
で 、 結 果 と し て 伝 熱 面 積 を 増 加 さ せ 熱 伝 達 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ は 、 前 記 流 体 通 路 が 略 円 形 断 面 を な す も の で あ り
、 前 記 壁 部 材 は 、 前 記 流 体 通 路 の 半 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 設 け ら れ る リ ブ で あ る こ と を 特
徴 と す る 。
　 こ の よ う な 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ に よ れ ば 、 流 体 通 路 の 内 壁 面 か ら 半 径 方 向 内 側 に 向 か っ
て リ ブ が 設 け ら れ て い る の で 、 流 体 通 路 内 を 通 過 す る 流 体 と チ ュ ー ブ と の 接 触 面 積 、 す な
わ ち 、 伝 熱 面 積 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 熱 伝 達 効 率 を 増 加 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ は 、 前 記 壁 部 材 が 、 前 記 流 体 通 路 を 仕 切 る よ う に
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の よ う な 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ に よ れ ば 、 流 体 通 路 を 仕 切 る 壁 部 材 の 両 端 （ 流 体 通 路 の
長 手 方 向 に 直 交 す る 縦 断 面 を み た 場 合 の 両 端 ） が 内 壁 面 と 連 結 し て い る の で 確 実 に 伝 熱 さ
れ る 構 成 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ は 、 前 記 壁 部 材 が 、 両 端 部 が 前 記 流 体 通 路 の 対 向
す る 内 壁 面 か ら 延 び る よ う に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の よ う な 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ に よ れ ば 、 壁 部 材 が 流 体 通 路 の 内 壁 面 と 、 こ の 内 壁 面 と
対 向 す る 位 置 に あ る 内 壁 面 と を 連 結 す る よ う に 設 け ら れ て い る の で 、 チ ュ ー ブ の 強 度 を 向
上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 こ れ に 伴 っ て 耐 圧 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 伝 熱 面 積 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 熱 伝 達 効 率 を 増 加 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ は 、 前 記 壁 部 材 の 表 面 に 、 凸 部 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の よ う な 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ に よ れ ば 、 壁 部 材 の 表 面 か ら 流 体 通 路 内 に 向 か っ て 凸 部
が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 流 体 通 路 内 を 通 過 す る 流 体 と チ ュ ー ブ と の 接 触 面 積 、 す な
わ ち 、 伝 熱 面 積 を さ ら に 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 熱 伝 達 効 率 を さ ら に 増 加 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 熱 交 換 器 は 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 交 換 器 用 チ ュ
ー ブ を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の よ う な 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 流 体 通 路 内 を 通 過 す る 流 体 と チ ュ ー ブ と の 接 触 面 積 、 す
な わ ち 、 伝 熱 面 積 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 熱 伝 達 効 率 を 増 加 さ せ る こ と が で
き る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ を 具 備 し て い る の で 、 熱 交 換 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ に よ れ ば 、 流 体 通 路 内 を 通 過 す る 流 体 と チ ュ ー ブ と の
接 触 面 積 、 す な わ ち 、 伝 熱 面 積 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 熱 伝 達 効 率 を 増 加 さ
せ る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 熱 交 換 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る と い う 効
果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ の 第 １ 実 施 形 態 を 具 備 し た 熱 交 換 器 に つ い て 、
熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ 内 に 設 け ら れ る 流 体 通 路 の 内 壁 面 の 面 積 を 増 加 さ せ る 壁 部 材 を 設 け る
一 例 と し て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
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　 図 ５ は 、 こ の 熱 交 換 器 １ の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 熱 交 換 器
１ は 、 複 数 枚 の 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ （ 以 下 、 「 チ ュ ー ブ 」 と い う 。 ） ２ と 、 チ ュ ー ブ ２ と
チ ュ ー ブ ２ と の 間 に 配 置 さ れ る （ 積 層 さ れ る ） 複 数 枚 の フ ィ ン ３ と 、 チ ュ ー ブ ２ の 両 端 部
に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ る ヘ ッ ダ ４ と 、 こ れ ら ヘ ッ ダ ４ と ヘ ッ ダ ４ と の 間 に 配 置 さ れ る フ レ ー
ム ５ と を 主 た る 要 素 と し て 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 チ ュ ー ブ ２ は 、 そ の 断 面 形 状 が 図 １ に 示 す 扁 平 状 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ た 、 例 え ば 、
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 細 長 い 板 状 の 部 材 で あ る 。 チ ュ ー ブ ２ 内 に は 、 チ ュ ー ブ ２ の 長
手 方 向 （ 図 １ に お い て 紙 面 に 垂 直 な 方 向 ： 図 ５ に お い て 左 右 方 向 ） に 沿 っ て 複 数 本 （ 本 実
施 形 態 で は ５ 本 ） の 流 体 通 路 １ ０ が 、 例 え ば 、 押 出 成 形 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、
こ の チ ュ ー ブ ２ の 長 手 方 向 に わ た っ て 流 体 通 路 １ ０ の 内 壁 面 に 設 け ら れ る 壁 部 材 と し て 、
各 流 体 通 路 １ ０ 内 に は 、 ９ ０ 度 間 隔 に 離 間 し た 内 壁 面 １ １ か ら 半 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 突
出 す る リ ブ （ 壁 部 材 ） １ ２ が ４ 本 設 け ら れ て い る 。
　 詳 細 に は 、 こ れ ら リ ブ １ ２ は 、 チ ュ ー ブ ２ の 長 手 方 向 、 す な わ ち 、 流 体 通 路 １ ０ の 延 び
る 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 板 状 の 部 材 で あ り 、 チ ュ ー ブ ２ の 一 端 か ら 他 端 に か け て 連 続 的
に （ あ る い は 断 続 的 に ） 形 成 さ れ て い る も の で あ っ て 、 押 出 成 形 に よ る た め 同 材 質 で 熱 伝
導 率 の 変 化 も な い 。 ま た 、 流 体 通 路 中 央 領 域 に 向 か っ て 延 設 さ れ る こ れ ら リ ブ １ ２ の 先 端
面 （ 半 径 方 向 内 側 の 端 面 ） は 互 い に 離 間 し て お り 、 各 流 体 通 路 １ ０ の 中 心 部 を 流 体 が 通 過
で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 フ ィ ン ３ は 、 チ ュ ー ブ ２ の 幅 （ チ ュ ー ブ ２ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 ） と 略 同 じ 幅 を 有
す る 薄 板 状 の 部 材 で あ り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 そ の 平 面 視 形 状 が 波 形 を 有 す る よ う に 形 成
さ れ た も の で あ る 。 各 フ ィ ン ３ は 、 そ の 山 部 （ 図 ５ に お い て 上 側 に 位 置 す る 端 部 ） の 外 表
面 が チ ュ ー ブ ２ の 下 側 の 表 面 に 当 接 し 、 そ の 谷 部 （ 図 ５ に お い て 下 側 に 位 置 す る 端 部 ） の
外 表 面 が チ ュ ー ブ ２ の 上 側 の 表 面 に 当 接 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 チ ュ ー ブ ２ の 熱 は フ
ィ ン ３ に 伝 達 さ れ 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 ヘ ッ ダ ４ に は そ れ ぞ れ 、 チ ュ ー ブ ２ の 一 端 部 ま た は 他 端 部 が 挿 入 さ れ る 、 図 示 し な い
チ ュ ー ブ 挿 入 孔 が 設 け ら れ て お り 、 チ ュ ー ブ 挿 入 孔 に 差 し 込 ま れ た チ ュ ー ブ ２ の 一 端 部 ま
た は 他 端 部 は 、 例 え ば 、 ろ う 付 け に よ り 各 ヘ ッ ダ ４ に 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 ま た 、 一 方 の ヘ ッ ダ ４ に は 、 流 体 （ 例 え ば 、 冷 媒 ） を ヘ ッ ダ ４ 内 に 導 く 流 体 導 入 管 ７ が
設 け ら れ て お り 、 他 方 の ヘ ッ ダ ４ に は 、 流 体 通 路 １ ０ を 通 っ て 当 該 ヘ ッ ダ ４ 内 に 導 か れ た
流 体 を 、 当 該 ヘ ッ ダ ４ 内 か ら 外 部 に 導 く 流 体 導 出 管 ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 フ レ ー ム ５ は 、 熱 交 換 器 １ の 上 端 お よ び 下 端 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て 、 そ の 一 端 部 が 一 方
の ヘ ッ ダ ４ に 接 続 さ れ る と と も に 、 そ の 他 端 部 が 他 方 の ヘ ッ ダ ４ に 接 続 さ れ た 補 強 用 部 材
で あ り 、 こ れ に よ り 熱 交 換 器 １ に ヘ ッ ダ ４ と ヘ ッ ダ ４ と が 近 づ く 方 向 の 力 が 加 わ っ て も 、
チ ュ ー ブ ２ お よ び フ ィ ン ３ が 座 屈 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 熱 交 換 器 １ に お い て は 、 流 体 導 入 管 ７ か ら 一 方 の ヘ ッ ダ ４ 内 に 流
入 し た 流 体 （ 例 え ば 、 冷 媒 ） が 、 各 チ ュ ー ブ ２ の 内 部 に 形 成 さ れ た 流 体 通 路 １ ０ を 通 っ て
他 方 の ヘ ッ ダ ４ 内 に 導 か れ た 後 、 流 体 導 出 管 ８ か ら 外 部 に 流 出 す る よ う に な っ て い る 。
　 ま た 、 チ ュ ー ブ ２ と チ ュ ー ブ ２ と の 間 、 お よ び フ ィ ン ３ と フ ィ ン ３ と の 間 に 形 成 さ れ た
空 間 に は 、 流 体 通 路 １ ０ を 通 過 す る 流 体 の 流 れ 方 向 と 直 交 す る 方 向 （ す な わ ち 、 図 ５ に お
い て 紙 面 に 直 交 す る 方 向 ） に 別 の 流 体 （ 例 え ば 、 空 気 ： 外 気 ） が 通 過 さ せ ら れ る よ う に な
っ て お り 、 こ れ に よ り 流 体 通 路 １ ０ を 通 過 す る 流 体 と 、 チ ュ ー ブ ２ と チ ュ ー ブ ２ と の 間 、
お よ び フ ィ ン ３ と フ ィ ン ３ と の 間 に 形 成 さ れ た 空 間 を 通 過 す る 流 体 と の 間 で 熱 交 換 が 行 わ
れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に か か る チ ュ ー ブ ２ に よ れ ば 、 流 体 通 路 １ ０ を 形 成 す る 内 壁 面 １ １ か ら 流 体
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通 路 中 央 領 域 に 向 か っ て 延 設 さ れ る 壁 部 材 と し て 機 能 す る リ ブ １ ２ を 形 成 し た の で 、 こ の
リ ブ １ ２ の 表 面 積 分 だ け 流 体 通 路 １ ０ の 内 壁 面 の 面 積 が 増 加 し 、 ひ い て は 伝 熱 面 積 が 増 加
す る 。 特 に 、 本 実 施 形 態 で は 流 体 通 路 １ ０ の 内 壁 面 １ １ か ら 半 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 複 数
の リ ブ １ ２ が 設 け ら れ て い る の で 、 流 体 通 路 １ ０ 内 を 通 過 す る 流 体 と チ ュ ー ブ ２ と の 接 触
面 積 、 す な わ ち 、 伝 熱 面 積 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 熱 伝 達 効 率 を 増 加 さ せ る
こ と が で き る 。
　 ま た 、 チ ュ ー ブ ２ の 長 手 方 向 に わ た る よ う に 流 体 通 路 １ ０ の 延 び る 方 向 に 沿 っ て リ ブ １
２ が 設 け ら れ て い る の で 、 チ ュ ー ブ ２ の 剛 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 実 施
形 態 で は 、 成 形 過 程 で 略 円 形 断 面 と な る こ と も 生 じ 得 る も の で は あ る が 、 各 流 体 通 路 １ ０
の 断 面 形 状 は 円 形 （ 真 円 ） を 基 本 と し て い る の で 、 仮 に す べ て の リ ブ １ ２ が 根 元 か ら 破 損
し て し ま っ た と し て も 、 流 体 通 路 １ ０ の 断 面 形 状 を 円 形 に 保 つ （ 維 持 す る ） こ と が で き 、
耐 圧 性 の 著 し い 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に ま た 、 こ の よ う な チ ュ ー ブ ２ を 有 す る 熱 交 換 器 １ に よ れ ば 、 各 チ ュ ー ブ ２ に お け
る 伝 熱 面 積 が 増 加 さ せ ら れ る と と も に 、 熱 伝 達 効 率 が 増 加 さ せ ら れ る こ と と な る の で 、 熱
交 換 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る チ ュ ー ブ の 第 ２ 実 施 形 態 を 、 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に お け る チ ュ ー ブ ２ ａ は 、 流 体 通 路 を 仕 切 る よ う に 壁 部 材 を 設 け る 構 成 を 採
用 し て お り 、 特 に 、 壁 部 材 の 両 端 （ 流 体 通 路 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 縦 断 面 を み た 場 合 の 両
端 ） が 内 壁 面 と 連 結 す る よ う に 、 前 述 し た リ ブ １ ２ の 代 わ り に 仕 切 壁 （ 壁 部 材 ） ２ ２ が 設
け ら れ て い る と い う 点 で 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 異 な る 。 そ の 他 の 構 成 要 素 に つ い
て は 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 同 じ で あ る の で 、 こ こ で は そ れ ら 構 成 要 素 に つ い て の
説 明 は 省 略 す る 。
　 な お 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 仕 切 壁 ２ ２ は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 流 体 通 路 １ ０ を 、 例 え ば 、 上 下 に 二 分 す る 仕 切 板 の
よ う な も の で あ り 、 チ ュ ー ブ ２ の 一 端 か ら 他 端 に か け て 連 続 的 に 形 成 さ れ て い る た め 、 両
端 部 が 流 体 通 路 １ ０ の 対 向 す る 内 壁 面 か ら 延 び る よ う に 設 け ら れ る こ と に な る 。
　 こ の 流 体 通 路 １ ０ を 仕 切 る よ う に 仕 切 壁 ２ ２ を 設 け る 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 流 体
通 路 １ ０ 内 の 冷 媒 が ど の よ う に 流 れ て い て も 仕 切 壁 ２ ２ の 両 端 を 介 し て 熱 の 授 受 が 確 実 に
行 わ れ る 。 ま た 、 特 に 、 対 向 す る 内 壁 面 を 連 結 す る よ う に 仕 切 壁 ２ ２ を 設 け る こ と に よ り
、 チ ュ ー ブ ２ の 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 こ れ に 伴 っ て 耐 圧 性 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
　 ま た 、 流 体 通 路 １ ０ を 仕 切 る 壁 部 材 た る 仕 切 壁 ２ ２ が 流 体 通 路 １ ０ の 中 央 領 域 に 届 い て
い る の で 、 流 体 通 路 内 を 流 過 す る 冷 媒 流 量 が 変 化 し て も 確 実 に 熱 授 受 を 達 成 で き る 。
　 本 実 施 形 態 に よ る チ ュ ー ブ ２ ａ の 他 の 作 用 効 果 は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 同 じ
で あ る の で こ こ で は そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ る チ ュ ー ブ の 第 ３ 実 施 形 態 を 、 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に お け る チ ュ ー ブ ２ ｂ は 、 前 述 し た リ ブ １ ２ に 代 わ る 壁 部 材 と し て 仕 切 壁 （
壁 部 材 ） ３ ２ が 設 け ら れ て い る と い う 点 で 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 異 な る 。 そ の 他
の 構 成 要 素 に つ い て は 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 同 じ で あ る の で 、 こ こ で は そ れ ら 構
成 要 素 に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。
　 な お 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 仕 切 壁 ３ ２ は 、 流 体 通 路 １ ０ を 、 例 え ば 、 上 下 左 右 に 四 分 す る 仕 切 板 の よ う な も の で あ
り 、 チ ュ ー ブ ２ の 一 端 か ら 他 端 に か け て 連 続 的 に 形 成 さ れ て い る 。
こ の 流 体 通 路 １ ０ を ４ 分 割 す る よ う に 仕 切 る 仕 切 壁 ３ ２ が 設 け ら れ て い る の で 、 チ ュ ー ブ
２ の 強 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 こ れ に 伴 っ て 耐 圧 性 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
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ま た 、 流 体 通 路 １ ０ を 仕 切 る 壁 部 材 た る 仕 切 壁 ３ ２ が 流 体 通 路 １ ０ の 中 央 領 域 に 届 い て い
る の で 、 流 体 通 路 内 を 流 過 す る 冷 媒 流 量 が 変 化 し て も 確 実 に 熱 授 受 を 達 成 で き る 。
　 本 実 施 形 態 に よ る チ ュ ー ブ ２ ｂ の 他 の 作 用 効 果 は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 同 じ
で あ る の で こ こ で は そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ る チ ュ ー ブ の 第 ４ 実 施 形 態 を 、 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に お け る チ ュ ー ブ ２ ｃ は 、 前 述 し た リ ブ １ ２ の 代 わ り に 仕 切 壁 （ 壁 部 材 ） ４
２ が 設 け ら れ て い る と い う 点 で 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 異 な る 。 そ の 他 の 構 成 要 素
に つ い て は 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 同 じ で あ る の で 、 こ こ で は そ れ ら 構 成 要 素 に つ
い て の 説 明 は 省 略 す る 。
　 な お 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 仕 切 壁 ４ ２ は 、 流 体 通 路 １ ０ を 、 例 え ば 、 上 下 に 二 分 す る 仕 切 板 の よ う な も の で あ り 、
チ ュ ー ブ ２ の 一 端 か ら 他 端 に か け て 連 続 的 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 チ ュ ー ブ ２ の
強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 こ れ に 伴 っ て 耐 圧 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
ま た 、 仕 切 壁 ４ ２ の 各 表 面 か ら 、 対 向 す る 内 壁 面 １ １ に 向 か っ て 断 面 視 山 形 を 呈 す る 複 数
本 （ 本 実 施 形 態 で は ３ 本 ） の 突 起 （ 凸 部 ） ４ ２ ａ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ に よ り 各 チ ュ ー
ブ ２ に お け る 伝 熱 面 積 の さ ら な る 向 上 が 図 ら れ て い る 。
　 本 実 施 形 態 に よ る チ ュ ー ブ ２ ｃ の 他 の 作 用 効 果 は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の も の と 同 じ
で あ る の で こ こ で は そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 は 上 述 し た 実 施 形 態 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 第 １
実 施 形 態 の と こ ろ で 述 べ た リ ブ １ ２ は 、 １ ８ ０ 度 間 隔 に 離 間 し た ２ 本 の リ ブ で あ っ て も 良
い し 、 ６ ０ 度 間 隔 に 離 間 し た ６ 本 の リ ブ で あ っ て も 良 く 、 適 宜 必 要 に 応 じ て 選 択 す る こ と
が で き る 。
　 ま た 、 第 ４ 実 施 形 態 の と こ ろ で 述 べ た 突 起 ４ ２ ａ の 平 面 視 形 状 に つ い て も 、 図 ４ に 示 す
よ う な 山 形 （ 鋸 刃 形 ） に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 適 宜 必 要 に 応 じ て 選 択 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ を 具 備 す る 熱 交 換 器 の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 　 　 熱 交 換 器
　 ２ 　 　 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ
　 ２ ａ 　 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ
　 ２ ｂ 　 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ
　 ２ ｃ 　 熱 交 換 器 用 チ ュ ー ブ
１ ０ 　 　 流 体 通 路
１ １ 　 　 内 壁 面
１ ２ 　 　 リ ブ （ 壁 部 材 ）
２ ２ 　 　 仕 切 壁 （ 壁 部 材 ）
３ ２ 　 　 仕 切 壁 （ 壁 部 材 ）
４ ２ 　 　 仕 切 壁 （ 壁 部 材 ）
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４ ２ ａ 　 突 起 （ 凸 部 ）

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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